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平
成
二
十
九
年
十
二
月
吉
日

栗

津

神

社

奉

賛

会

々

長

初
詣
り

・
初
戎
大
祭

・
ど
ん
ど
祭
の
御
案
内

年
の
瀬
も
い
よ
い
よ
押
し
迫
り
、
や
が
て
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
ろ
と
な
り

ま
し
た
。
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
は
神
社
事
に
は
絶
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
三
十
年
の
新
し
い
門
出
を
迎
え
る
た
め
に
、
栗
津
天
満
神
社
で

は
、
大
晦
日
お
よ
び
お
正
月
三
ヶ
日
、
新
年
を
祝
い
皆
様
の
ご
健
康
、
ご
繁
栄
、

無
病
息
災
祈
願
の
歳
旦
祭
を
執
行
い
た
し
ま
す
。

又
、
加
古
川
戎
神
社
で
は
、
恒
例
の
初
戎
大
祭
を

一
月
九
日
、
十
日
、
十

一
日

に
執
行
し
て
、
郷
土
の
繁
栄
、
商
売
繁
盛
を
祈
願
し
賑
や
か
な
お
祭
を
斎
行
い

た
し
ま
す
。
ご
参
詣
か
た
が
た
、
福
引
き
を
、
お
楽
し
み
下
さ
い
。

尚
、　
一
月
十
四
日
は
松
の
内
の
お
飾
り
、
旧
年
の
ご
神
符
等
を
ご
神
火
に
よ

っ
て
、
ど
ん
ど
祭
を
行
い
ま
す
こ
と
を
合
せ
て
お
知
ら
せ
申
し
あ
げ
ま
す
。
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一　
月

十

四

日
　
　
午
後
二
時
半
か
ら

宵
宮
祭
＝
餅
ま
き
午
後
三
時

本
宮
祭
＝
餅
ま
き
午
前
十
時

ク
　
午
後
四
時

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
三
十
分

残
　
り
　
福


